
保育所保育指針の改定について（中間報告）（案）  

平成19年7月  

「保育所保育指針」改定に関する検討会   



本検討会においては、昨年12月から、保育所における保育の内容を定める「保育所保  

育指針」の改定について検討を進め、このたび、以下のとおり「中間報告」を取りまとめ  

た。今後、更に内容の充実が必要な点等について検討を進め、幼稚園教育要領の改定につ  

いての検討状況も踏まえつつ、本年中を目途に、最終的な報告を取りまとめる予定である。  

1．改定の背景  

○ 現行の「保育所保育指針」策定から7年余りが経過し、この間、子どもたちが家庭   

内や地域において人と関わる経験が少なくなったり、生活リズムが乱れたりするなど、   

子どもの生活環境が変化してきている。 また、保護者についても、子育ての孤立化や   

子どもに関する理解の不足などから、不安や悩みを抱える保護者が増加し、養育力の   

低下が指摘されたりするなど、子育ての環境が変化してきている。このように、子ど   

もの育ちをめぐる環境が大きく変化する中で、以下のように、保育所に期待される役   

割が深化・拡大している。  

（1）乳幼児期は、子どもが生涯にわたる人間形成の基礎を培う極めて重要な時期であ   

り、家庭や地域の子育て力の低下が指摘される中で、保育所における質の高い養護   

や教育の機能が求められている。特に、昨年12月に制定された教育基本法に幼児   

期の教育の振興が盛り込まれるなど、就学前の子どもに対する教育機能の充実が課   

題となっている。  

（2）保育所に入所している子どもの保育とともに、その保護者に対し、就労状況や子   

どもとの関係等を踏まえた適切な支援、更には地域の子どもやその保護者に対する   

子育て支援を担う役割が一層高まっている。  

○ このような背景を踏まえ、保育所が果たすべき役割を再確認し、子どもの保育や保   

護者への支援等を通じて適切にその役割や機能を発揮できるよう、保育所の根幹であ   

る保育の内容の質を高める観点から、「保育所保育指針」の内容の改善・充実を図るこ   

とが必要である。  

2．改定に当たっての基本的考え方  

（1）各保育所の保育の内容の質を高める観点から、「保育所保育指針」を厚生労働大臣が   

定める告示とすることにより、保育所における保育の内容及びこれに関連する運営に   

関する事項を定めた最低基準としての性格を明確化する。  
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（2）告示化により、すべての保育所が遵守すべき最低基準として位置付けられるが、保   

育の質を向上させるための各保育所の創意工夫や取組を促す観点から、内容の大綱化   

を図る。  

（3）「保育所保育指針」が保育現場における実践に日常的に活用されるとともに、子ども   

の保護者にも理解される内容となるよう、明解で分かりやすい表現を用いる。  

（4）「保育所保育指針」と併せて解説（ガイドライン）を作成し、内容の解説や補足説明、   

保育を行う上での留意点、各保育所における取組の参考になる関連事項等を記載する。  

3．改定の内容  

○ 改定の背景や改定に当たっての基本的考え方を踏まえ、現行の「保育所保育指針」   

については、次に掲げる内容の見直しが必要である。なお、以下の事項を中心として、   

本検討会においてこれまで議論した内容を中間的に整理したものを別添「保育所保育   

指針（素案）」として取りまとめたが、その内容については、保育関係者など広く国民   

の意見を聞きながら、解説（ガイドライン）の内容と併せて、更に検討を深めていく   

必要がある。  

（保育所の役割）  

・保育所は、入所する子どもの健全な心身の発達を図ることを目的とする児童福祉施  

設であり、子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最も  

ふさわしい生活の場でなければならない。こうした保育所の役割について、「保育所  

保育指針」に明確に位置付けることが必要である。その際、保育所は、その特性を  

生かし、家庭や地域の様々な社会資源との連携を図りながら、入所する子どもの保  

護者に対する支援、地域における子育て支援など保護者に対する支援等を行う役割   

を担っていることを明確化すべきである。  

保育所の役割及び機能が適切に発揮されるよう、子どもの保育や保護者の支援に当  

たる保育七の業務を明確化するとともに、保育十をはじめとする職員間の連携や地  

域との連携についても明示することが必要である。  

保育の内容に関する対外的な説明責任、個人情報の適切な取扱いや保護者の苦情の  

解決など、保育所の社会的責任を明確化すべきである。  

（保育の内容、養護と教育の充実）  
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保育所における保育は、養護と教育が一体となって、豊かな人間性を持った子ども  

を育成することをその特性としている。このことについて、保育に携わる者の間に  

共通の理解を形成し、養護と教育の充実を図るため、養護とは、子どもの生命の保  

持及び情緒の安定を図るために保育士等が行う援助や関わりであり、教育とは、子  

どもが健やかに成長し、その活動がより豊かに展開されるための発達援助であると  

いうことを明確にすべきである。  

・上記に関連して、保育の「ねらい」と「内容」についても、具体的な内容を把握す   

るための視点として、養護と教育の両面から示すことが有効であると考えられる。   

この場合、実際の保育においては、子どもの活動との関わりの中で、養護と教育が  

一体となって展開されることに留意することが必要である。  

「保育の内容」については、現行の「保育所保育指針」においては6か月未満児から  

6歳児までの八つの発達過程区分ごとに示されているが、内容の大綱化を図る観点  

から、どの発達過程区分にも共通する基本的な事項を示した上で、乳児、3歳未満  

児、3歳以上児など発達過程に応じた特有の配慮事項を併せて示すべきである。  

・他方で、一人一人の子どもの状況や発達過程を踏まえた適切な保育を行うに当たっ  

ては、乳幼児期の発達の特性やその過程について、誕生から就学までの長期的視野   

を持って子どもを理解することが必要であることから、「保育の内容」を支えるもの   

として、子どもの発達の道筋を示すことが必要である。  

・子どもの健康・安全及び食育については、子どもの生命を保持し、健全な心身の発  

達を図る上で欠くことができない重要なものであり、「保育所保育指針」に明確に位  

置付けるべきである。  

これらの健康・安全及び食育に関する内容については、各保育所が作成する保育の  

計画の中に適切に位置付けるとともに、施設長の責任の下に、全職員が連携、協力  

して、健康・安全及び食育に配慮した保育が年間を通じて計画的に展開されること  

が期待される。また、取組の方針や具体的な活動の企画立案等の業務については、  

専門的職員が担当することが望ましい。  

（小学校との連携）  

・子どもの生活や発達の連続性を踏まえ、保育の内容の工夫を図るとともに、就学に  

向けて、小学校との積極的な連携を図るよう配慮することが求められる。  

・また、保育所においても、幼稚園と同様に、就学に際して、市町村の支援の下に、  

子どもの育ちを支えるための資料が保育所から小学校へ送付され、活用されるよう  
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にすることが必要である。  

（保護者に対する支援）  

保育所の目的は、入所する子どもの健全な心身の発達を図ることであるが、今日、  

保育所は、保育所の特性や保育士の専門性を生かし、家庭や地域の様々な社会資源  

との連携を図りながら、保育所に入所する子どもの保護者や地域の子育て家庭を積  

極的に支援するという役割を果たしていくべきである。  

・保護者に対する支援を行うに当たっては、子どもの最善の利益を考慮するとともに、   

保護者とともに子どもを育てる営みに関わるという視点が重要である。また、子ど   

もや保護者の意向を尊重しながら、保護者の養育力の向上に結び付くような支援が   

行われることが求められる。  

（計画・評価、職員の資質向上）  

・保育所は、保育の質の向上を図り、保育所の役割や社会的責任を果たすため、保育  

の計画の作成及びそれに基づく実践を行うとともに、その保育の内容等について、  

保護者や地域住民等の意見も聞くなどして、自ら評価を行い、その結果を公表する   

よう努めることが必要である。  

各保育所においては、上記の自己評価等を踏まえ、職員が保育所の課題について共  

通理解を深め、体系的・計画的な研修や職員の自己研鎮等を通じて、職員の資質向  

上及び職員集団の専門性の向上を図ることが求められる。  

・また、保育の質の向上のため、施設長の責務を明確化することが必要である。  

4．改定に伴う今後の検討課題  

（1）「保育所保育指針」の趣旨・内容の保育現場等への伝達及び普及  

○ 改定後の「保育所保育指針」の趣旨・内容が保育の関係者に十分理解され、同指   

針が保育現場における実践に日常的に活用されるよう、「保育所保育指針」が施行さ   

れるまでの間に、保育所の職員を対象とした研修の充実や市町村等の担当者に対す   

る十分な周知等が必要である。また、「保育所保育指針」が子育て中の保護者にも理   

解されるものとなるよう、保育現場のみならず、広く社会への伝達及び普及を図る   

ことが必要である。  
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○ また、指定保育士養成施設においても、関係団体等の支援の下に、「保育所保育指   

針」の改定を踏まえた講義・演習内容等の見直しや、保育現場との一層の連携・協   

力を図ることが必要である。  

（2）保育内容の充実に資するための制度改正  

○ 保育所の保育の内容を規定する児童福祉施設最低基準（昭和23年厚生省令第   

63号）第35条には、健康状態の観察などの保育十が行わなければならない事項   

や、自由遊びなどの子どもの活動といった個別の事項が列記されているが、ここに、   

養護及び教育を一体的に行うという保育所における保育の特性を明記することが必   

要である。  

（3）保育所における人材の確保と定着  

○ 保育十等がやりがいを感じながら、将来にわたって働き続けられるようにするこ   

とにより、保育所における質の高い人材を安定的に確保し、その定着を促進してい   

くことが必要である。  

（4）保育環境等の整備  

O 「保育所保育指針」の内容が保育現場で確実に実践されるよう、保育所における   

取組はもとより、国及び地方公共団体においても、保育内容の充実、保健や安全の   

確保及び食育の推進等の観点から、必要な財源の確保や業務の効率化の推進と併せ、   

保育環境の改善・充実のための方策について検討することが必要である。  

○ また、保育所の職員の資質向上等の観点から、研修の内容や実施方法の改善、職   

員の研修への積極的参加、保育所外の人材の積極的活用が図られることが必要であ   

る。  

（5）保育の質の向上のためのプログラムの策定  

○ 国及び地方公共団体においては、新たな「保育所保育指針」に基づく保育の内容   

及びこれに関連する運営の改善や保育環境の整備など、今後取り組んでいくことが   

必要な施策を一体的・計画的に推進するためのプログラムを策定し、各保育所にお   

ける保育の質の向上に確実につなげていく取組が必要である。  
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保育所保育指針（素案）  

第1章 総則  

1 趣旨  

（1）この指針は、児童福祉施設最低基準（昭和23年厚生省令第63号）第35条に基   

づき、保育所における保育の内容に関する事項及びこれに関連する運営に関する事項   

を定めるものである。  

（2）各保育所は、この指針において規定される保育の内容に係る基本原則に関する事項   

等を踏まえ、各保育所の実情に応じて創意工夫を図り、保育所の機能及び質の向上に   

努めなければならない。  

2 保育所の役割  

（1）保育所は、児童福祉法（昭和22年法律第164号）第39条に基づき、保育に欠   

ける乳幼児の保育を行い、その健全な心身の発達を図ることを目的とする児童福祉施   

設であり、入所する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進すること   

に最もふさわしい生活の場でなければならない。  

（2）保育所は、その目的を達成するために、保育に関する専門性を有する職員が、家庭   

との緊密な連携の下に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、保育所における環境を通   

して、．養護及び教育を一体的に行うことを特性としている。  

（3）保育所は、入所する子どもを保育するとともに、家庭や地域の様々な社会資源との   

連携を図りながら、入所する子どもの保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対   

する支援等を行う役割を担うものである。  

（4）保育所における保育士は、児童福祉法第18条の4を踏まえ、保育所の役割及び機   

能が適切に発揮されるように、倫理観に裏付けられた専門的知識、技術及び判断をも   

って．．子どもを保育するとともに、子どもの保護者に対する保育に関する指導を行う   

ものである。  

3 保育の原理  

（1）保育の目標   

ア 保育所は、子どもが生涯にわたる人間形成にとって極めて重要な時期に、その生  

活時間の大半を過ごす場である。このため、保育所の保育は、子どもが現在を最も  

良く生き、望ましい未来をつくり出す力の基礎を培うために、次の目標を目指して  

行わなければならない。   

（ア：l十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な  

欲求を満たし、生命の保持及び情緒の安定を図ること。  

一1－   



（イ）健康、安全など生活に必要な基本的な習慣や態度を養い、心身の健康の基礎  

を培うこと。  

（ウ）人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、そして人権を大切にする心を   

育てるとともに、自主、自立及び協調の態度を養い、道徳性の芽生えを培うこと。  

（エ）生命、自然及び社会の事象についての興味や関心を育て、それらに対する豊か  

な心情や思考力の芽生えを培うこと。  

（オ）生活の中で、言葉への興味や関心を育て、話したり、聞いたり、相手の話を理   

解しようとするなど、言葉の豊かさを養うこと。  

（力）様々な体験を通して、豊かな感性や表現力を育み、創造性の芽生えを培うこと。  

イ 保育所は、入所する子どもの保護者に対し、その意向を受け止め、子どもと保護   

者の安定した関係に配慮し、保育所の特性や保育士等の専門性をいかして、その援   

助に当たらなければならない。  

（2）保育の方法  

保育の目標を達成するために、保育士等は、次の事項に留意して保育しなければな   

らない。   

ア・一人一人の子どもの状況や家庭及び地域社会での生活の実態を把握するととも  

に、．子どもが安心感と信植感を持って活動できるよう、子どもの主体としての思い  

や願いを受け止めること。   

イ 子どもの生活リズムを大切にし、健康、安全で情緒の安定した生活ができる環境  

や．、自己を十分に発揮できる環境を整えること。   

り 子どもの発達について理解し、一人一人の発達過程に応じて保育すること。その  

際一、子どもの個人差に十分配慮すること。   

エ 子ども相互の関係づくりや互いに尊重する心を大切にし、集団における活動を効  

果あるものにするよう援助すること。   

オ 子どもが自発的、意欲的に関われるような環境を構成し、子どもの主体的な活動  

や子ども相互の関わりを大切にすること。特に、乳幼児期にふさわしい体験が得ら  

れるように、生活や遊びを通して総合的に保育すること。   

カ ー人一人の保護者の状況やその意向を理解、受容し、それぞれの親子関係や家庭  

生活等に配慮しながら、様々な機会をとらえ、適切に援助すること。  

（3）保育の環境  

保育の環境には、保育士や子どもなどの人的環境、施設や遊具などの物的環境、更   

には自然や社会の事象などがある。保育所は、こうした人、物、場などの環境が相互   

に関連し合い、子どもの生活が豊かなものとなるよう、次の事項に留意しつつ、計画   

的に環境を構成し、エ夫して保育しなければならない。   

ア 子ども自らが環境に関わり、自発的に活動し、様々な経験を積んでいくことがで  

きるよう配慮すること。   

イ 子どもの活動が豊かに展開されるよう、保育所の設備や環境を整え、保育所の保  

健的環境や安全の確保などに努めること。  
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ウ 保育室は、温かな親しみとくつろぎの場となるとともに、生き生きと活動できる   

場となるように配慮すること。  

エ 子どもが人と関わる力を育てていくため、子ども自らが周囲の子どもや大人と関   

わっていくことができる環境を整えること。  

4 保育所の社会的責任  

（1）保育所は、子どもの人権を尊重して保育の実施に当たらなければならない。  

（2）保育所は、保護者や地域社会に、当該保育所が行う保育の内容を適切に説明するよ   

う努めなければならない。  

（3）保育所は、入所する子ども等の個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者の苦情   

などに対し、その解決を図るよう努めなければならない。  
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第2章 子どもの発達  

子どもの発達は、様々な環境との相互作用により促されていく。すなわち、発達とは、   

子どもがそれまでの体験を基にして、環境に働きかけ、環境との相互作用を通して、豊か   

な心情、意欲及び態度を身に付け、新たな知識及び能力を獲得していく過程である。特に   

大切なのは、人との関わりであり、愛情豊かで思慮深い大人による保護や世話などを通し   

て、大人と子どもの相互の関わりが十分に行われることが重要である。この関係を起点と   

して、次第に他の子どもとの間でも相互に働きかけ、関わりを深め、人への信頼感と自己   

の主体性を形成していくのである。  

これらのことを踏まえ、保育士等は、次に示す子どもの発達の特性や発達過程を理解し、   

発達及び生活の連続性に配慮して保育しなければならない。その際、保育士等は、子ども   

と生活や遊びを共にする中で、一人一人の子どもの心身の状態を把握しながら、その発達   

の援助を行うことが必要である。  

1 乳幼児期の発達の特性  

（1）子どもは、大人によって生命を守られ、愛され、信頼されることにより、情緒が安   

定するとともに、人への信頼感が育つ。そして、身近な環境（人、自然、事物、出来   

事など）に興味や関心を持ち、自発的に働きかけるなど、次第に自我が芽生える。  

（2）子どもは、子どもを取り巻く環境に主体的に関わることにより、心身の発達が促さ   

れる【）  

（3）子どもは、大人との信頬関係を基にして、子ども同士の関係を持つようになる。こ   

の相互の関わりを通じて、身体的な発達及び知的な発達とともに、情緒的、社会的及   

び道徳的な発達が促される。  

（4）乳幼児期は、生理的、身体的な諸条件や生育環境の違いにより、一人一人の心身の   

発達の個人差が大きい。  

（5）子どもは、遊びを通して、仲間との関係を育み、その中で個の成長も促される。  

（6）乳幼児期は、生涯にわたる生きる力の基礎が培われる時期であり、特に身体感覚を   

伴う多様な活動を経験することによって、豊かな感性とともに好奇心、探究心や思考   

力が養われる。また、それらがその後の生活や学びの基礎になる。  

2 発達過程   

子どもの発達過程は、おおむね次に示す8つの区分としてとらえられる。ただし、こ  

の区分は、同年齢の子どもの均一的な発達の基準ではなく、一人一人の子どもの発達過   

程としてとらえるべきものである。また、様々な条件により、子どもに発達の遅れや保   

育所の生活に慣れにくいなどの状態が見られても、保育士等は、子ども自身の力を十分  
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に認め、一人一人の発達過程や心身の状態に応じた適切な援助及び環境構成を行うこと  

が重要である。  

（1）おおむね6か月未満  

誕生後、母体内から外界への環境の激変に適応し、体重や身長が増加するなど、著   

しい発達が見られる。首がすわり、手足の動きが活発になり、その後、寝返り、腹ば   

いなど全身の動きが活発になる。視覚、聴覚などの感覚の発達はめざましく、泣く、   

笑うなどの表情の変化や体の動き、なん語などで自分の欲求を表現し、これに応答的   

に関わる特定の大人との間に情緒的な絆が形成される。  

（2）おおむね6か月から1歳3か月末満  

座る、はう、立つ、つたい歩きといった運動機能が発達すること、及び自由に手を   

使えるようになることにより、周囲の人や物に興味を示し、探索活動が活発になる。   

特定の大人との応答的な関わりにより、情緒的な絆が深まり、あやしてもらうと喜ぶ   

などやり取りが盛んになる一方で、人見知りをするようになる。また、身近な大人と   

の関係の中で、自分の意思や欲求を身振りなどで伝えようとし、大人から自分に向け   

られた気持ちや簡単な言葉がわかるようになる。食事は、離乳食から幼児食へ徐々に   

移行する。  

（3）おおむね1歳3か月から2歳未満  

歩き始め、手を使い、言葉を話すようになることにより、身近な人や身の回りの物   

に自発的に働きかけていく。歩く、押す、つまむ、めくるなど様々な運動機能の発達   

や新しい行動の獲得により、意欲を高める。その中で、物をやり取りしたり、取り合   

ったりする姿が見られるとともに、玩具等を実物に見立てるなどの象徴機能が発達し、   

人や物との関わりが強まる。また、大人の言うことが分かるようになり、自分の意思   

を親しい大人に伝えたいという欲求が高まる。指差し、身振り、片言などを盛んに使   

うようになり、二語文を話し始める。  

（4）おおむね2歳  

歩く、走る、跳ぶなどの基本的な運動機能や、指先の機能が発達する。それに伴い、   

食事、衣類の着脱など身の回りのことを自分でしようとする。また、排泄の自立のた   

めの身体的機能も整ってくる。発声が明瞭になり、語いも著しく増加し、自分の意思   

や欲求を言葉で表出できるようになる。行動範囲が広がり探索活動が盛んになる中、   

自我の育ちの表れとして、強く自己主張する姿が見られる。盛んに模倣し、物事の間   

の共通性を見いだすことができるようになるとともに、象徴機能の発達により、大人   

と一緒に簡単なごっこ遊びを楽しむようになる。  

（5）おおむね3歳  

基本的な運動機能が伸び、それに伴い、食事、排泄、衣類の着脱などもほぼ自立で   

きるようになる。話し言葉の基礎ができて、盛んに質問するなど知的興味や関心が高   

まる。自我がよりはっきりしてくるとともに、友達との関わりが多くなるが、実際に  
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は、同じ遊びをそれぞれが楽しんでいる平行遊びであることが多い。大人の行動や日  

常生活において経験したことをごっこ遊びに取り入れたり、象徴機能や観察力を発揮  

して、遊びの内容に発展性が見られるようになる。予想や意図、期待を持って行動で  

きるようになる。  

（6）おおむね4歳  

全身のバランスを取る能力が発達し、体の動きが巧みになる。自然など身近な環境   

に積極的に関わり、様々な物の特性を知り、それらとの関わり方や遊び方を体得して   

いくく，想像力が豊かになり、目的を持って行動し、作ったり、描いたり、試したりす   

るようになるが、自分の行動やその結果を予測して不安になるなどの葛藤も経験する。   

仲間とのつながりが強くなる中で、けんかも増えてくる。その一方で、決まりの大切   

さに気付き、守ろうとするようになる。情感が豊かになり、身近な人の気持ちを察し、   

少しずつ自分の気持ちを抑えられたり、我慢ができるようになってくる。  

（7）おおむね5歳   

‾基本的な生活習慣が身に付き、運動機能はますます伸び、喜んで運動遊びをしたり、   

仲間とともに活発に遊ぶ。言葉によって共通のイメージを持って遊んだり、目的に向   

かって集団で行動することが増える。さらに、遊びを発展させ、楽しむために、自分   

たちで決まりをつくったりする。また、自分なりに考えて判断したり、批判する力が   

生まれ、けんかを自分たちで解決しようとするなど、お互いに相手を許したり、認め   

たりといった社会生活に必要な基本的な力を身に付けていく。他人の役に立つことを   

嬉しく感じたりして、仲間の中の一人としての自覚が生まれる。  

（8）おおむね6歳  

全身運動が滑らかで巧みになり、快活に跳び回るようになる。これまでの体験から、   

自信や、予想や見通しを立てる力が育ち、心身ともに力があふれ、意欲が旺盛になる。   

仲間の意思を大切にしようとし、役割の分担が生まれるような共同遊びやごっこ遊び   

を行い、満足するまで取り組もうとする。様々な知識や経験をいかし、創意工夫を重   

ね、遊びを発展させる。思考力や認識力も高まり、文字や社会事象、自然事象などへ   

の興味や関心も深まっていく。自立心が一層高まってくるが、身近な大人に甘えてく   

ることもある。  
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第3章 保育の内容   

保育の内容は、「ねらい」及び「内容」で構成される。「ねらい」は、第1章（総則）に  

示された保育の目標をより具体化したものであり、子どもが保育所において、安定した生  

活を送り、充実した活動ができるように、保育士等が行わなければならない事項及び子ど  

もが身に付けることが望まれる心情、意欲、態度などの事項を示したものである。また、  

「内容」は、これらの「ねらい」を達成するために、子どもの生活やその状況に応じて保  

育士等が行うべき事項と、子どもが環境に関わって経験し、展開する具体的な活動などの  

事項を示したものである。   

保育士等が、上記の「ねらい」及び「内容」を具体的に把握するための視点として、  

「養護に関わるねらい及び内容」と「教育に関わるねらい及び内容」との両面から示して  

いるが、実際の保育においては、養護と教育が一体となって展開されることに留意するこ  

とが必要である。   

ここにいう「養護」とは、子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るために保育士等が  

行う援助や関わりである。また、「教育」とは、子どもが健やかに成長し、その活動がよ  

り豊かに展開されるための発達の援助であり、「健康」、「人間関係」、「環境」、「言葉」及  

び「表現」の5領域から構成される。この5領域並びに「生命の保持」及び「情緒の安  

定」に関わる保育内容は、子どもの生活や遊びを通して相互に関連を持ちながら、総合的  

に展開されるものである。  

1 保育のねらい及び内容  

（1）養護に関わるねらい及び内容   

ア 生命の保持   

（ア）ねらい  

① 一人一人の子どもの心身の状態を把握し、疾病等の発見に努め、快適に生活  

できるようにする。  

② 疾病等の発生の予防や事故防止などに努め、必要に応じ、適切に対応する。  

③ 保健的で安全な環境の下で、子どもの生理的欲求を十分に満たす。  

④ 適度な運動及び休息並びに食生活の充実を通して、積極的に子どもの健康増  

進を図る。  

⑤ 健康、安全に過ごすために必要な基本的な習慣や態度を身に付けることがで  

きるようにする。   

（イ）内容  

① 一人一人の子どもの平常の健康状態や発育及び発達状態を把握し、異常を感  
じる場合は、速やかに適切に対応する。また、子どもが自分から体の異常等を  

訴えることができるようにする。  

② 嘱託医等との連携を図り、家庭との連絡を密にしながら、子どもの疾病や事  

故防止に関する認識を深め、施設内の保健的環境の維持及び向上に努める。  

③ 常に清潔で安全な環境を整え、適切な世話や応答的な関わりを通して、一人  

一人の子どもの生理的欲求を満たしていく。また、家庭と協力しながら、子ど  
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もの発達過程に応じた適切な生活リズムがつくられていくようにする。   

④ 子どもの発達過程に応じて、適度な運動と休息をとることができるようにす  

る。また、楽しい雰囲気の中で食事ができるようにする。   

⑤ 食事、排泄、睡眠、衣類の着脱、身の回りを清潔にすることなどについて、  

自分でしようとする気持ちを大切にし、十分に見守り、適切に援助しながら、  

子どもが意欲的に生活できるようにする。  

イ 情緒の安定  

（ア）ねらい   

（彰 一人一人の子どもに適切な保護や世話を行い、子どもが安定感を持って過ご  

せるようにする。   

（彰 一人一人の子どもが、保育士等との信頼関係の中で、自分の気持ちを安心し  

て表すことができるようにする。   

（ヨ 一人一人の子どもが、周囲から主体として受け止められ、主体として育って  

いくことができるよう、子ども自らが行う活動を重視し、適切に応じていく。   

（㊨ 活動内容のバランスや調和を図りながら、適切な食事や休息をとり、心身の  

疲れを癒すように努める。  

（イ）内容   

（か 一人一人の子どもの置かれている状態や発達過程などを的確に把握し、子ど  

もが安心できるような触れ合いや言葉がけを行う。   

（∋ 温かい雰囲気の中で適切な保護や世話を行い、応答的な関わりを通して、子  

どもの欲求を満たしていく。   

・3 一人一人の子どもの気持ちを温かく受容し、子どもが安心して自分の気持ち  

を表出できるようにする。   

⑧ 保育士等との信頼関係を基盤に、一人一人の子どもが主体的に活動し、自発  

性や探索意欲などを高めることができるようにする。   

⑤ 一人一人の子どもの生活リズム、発達過程、保育時間などに応じて、適切な  

食事や休息がとれるようにする。  

（2）教育に関わるねらい及び内容   

ア 健康  

健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。   

（ア）ねらい  

① 明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。  

② 自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする。  

③ 健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付ける。   

（イ）内容  

① 保育士や友達と触れ合い、安定感を持って生活する。  

② いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。  

③ 進んで戸外で遊ぶ。  

④ 様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。  

－ 8 －   




